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抗シ ロ ザケプ ロ ラ クチ ン抗体 に よる 魚類プ ロ ラクチ

ン 緬胞 の 免疫組 綾化学
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　 目的 ： プ ロ ラ ク チ ソ （PRL ）は硬骨魚類に お い て

浸透圧調節機能をもち，淡水適応 に 重要 な ホ ル モ ン

で あ る。本 研 究 に お い て は ，シ ロ ゲ ケ 下垂体 か ら単

離 した PRL の 免疫細胞化学的同定を行 な うと同時

に ，抗 シ ロ ザ ケ PRL 抗体 の 抗体価 と種特異性 を検

討 し た。

　 方法 ： 1 ） シ ロ ザ ケ PRL を ウ サ ギ に 免疫 して 得

られ た抗体 （r
一グ P ブ リ ン 画分）を 用い ，酵素抗体

法 （PAP 法） で シ ロ ザ ヶ 稚魚と ＝ ジ マ ス の 下 垂 体

を 染色 した 。 2 ）上 記免疫染色を用 い ，ギ ン ザ ケ ，

ア マ ゴ，ア ユ ，ウナ ギ，テ ィ ラ ピ ア ，フ ン ドル ス ，

キ ソ ギ ョ ，ハ マ チ ，タ カ ノ ハダイ に つ い て
， 下 垂体

PRL 産 生 細胞 （PRL 細胞）の 検索を行 な っ た 。

　結果 ： 1 ）抗シ 卩 ザ ケ PRL 抗体 に よ り，シ ロ ザ

ケ 稚魚 お よび ニ ジ マ ス 下 垂体の PRL 細胞は 特異的

に 染色 され た。抗体 の 濃度は ユ／12，800 で も有効 で

あ っ た 。ま た，シ ロ ザ ヶ PRL で 吸収処理 後 の 抗血

清で は 下垂体 の い か な る細胞も染色 され な か っ た 。

2 ）抗 シ ロ ザ ケ 抗体 は 用 い た 全魚種 の 下 垂 体 PRL

細 胞 を特 異 的 に 染色 し．比較免疫学的 に広 い 免疫活

性 を もつ こ とが 示唆 され た 。抗体 の 親和性 は，サ ケ

科 の 魚種 で よ り強い 傾向が見 られ た。次 に，広塩魚

お よび海産魚 に つ い て ，海水適応に 伴 う PRL 細胞

の 変化 を 調べ た 。 海水適応 1 ヵ 月 の ウ ナ ギ で は ，

PRL 細胞 の 著しい 衰退 が 見 られ，下 垂体前葉 頭 部

の 大 部 分 で PRL 免疫反応性 が 消失 して い た 。 とこ

ろ が，海産魚 の 下垂体前葉頭部に は ，淡水魚 に 比 べ

数 は 少な い が，明らか に PRL 免疫反応陽性 の 細胞

群 が 確認 され た。こ れ は 淡 水 生活 だ け で な く，海水

生 活に お い て も PRL が何 らか の 役割を演 じて い る

こ と を予想 させ，硬骨魚類の PRL の 機能を 考え る

上 で 大変興味深い 。

両生黷下垂体 の 緬胞型，特に ゴ ナ ド トロ ピン 産生細

胞 に つ い て
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　 ウ シ ガ エ ル とイ モ リ下垂体 の ホ ル モ ン 産 生 細 胞

を，酵素抗体法 と フ ェリ チ ン 抗体法 を用 い て そ の 同

定 を試み た 。 免疫学的染色 に 先だち，抗体 の 特異性

を 調 べ た 結果，抗 ヒ ツ ジ LH β は ウ シ ガ エ ル 塩基性

GTH −N 及 び酸性 GTH （pl　6，3）とは 親和性を 示

さ な か っ た 。 ま た 抗 ウ シ ガ エ ル 塩基性 GTH は 酸 性

GTH と 多少 の 親和性 を示 した ． ウ シ ガ エ ル 下垂体

で は抗ウ シ ガ ＝ ル 塩基性 GTH で 染色 さ れ る細胞 は

前腹方域 を除 くほ ぼ全域に 分布 して い た 。 特 に 背方

及び腹方周辺部 に 存在す る 細胞 は ，細胞質 も大 きく

強い 染色性を 示 し た 。一方，抗 ヒ ツ ジ LH β で も 同

様な細胞が陽性反応を 示 した が，染色性 は 比較的弱

く細胞質の
一一

部が顆粒状に 染 ま る こ とが 多か っ た。

ま た あ る個体 で は 腹方中央部の 細胞群の み が 強 い 陽

性反応 を 示 した 。こ れ ら の 細胞は 抗 ウ シ ガ エ ル 塩甚

性 GTH に は 反応 し なか っ た。電顕 レ ベ ル の フ ＝リ

チ ン 抗体法 を抗ウ シ ガ エ ル 塩基 ee　GTH を用 い て 行

な っ た 結果，球形 の 分泌顆粒以 外 に 多角形ない し 楕

円形 の 分泌顆粒 を持つ 細胞 の 陽性反応 が 見られた 。

球形 の 分泌顆粒 に は 大型 （1，200〜1，300nm ）と小型

（400−・500nm ） の 2 種類 が識別 され た。こ れ らい ず

れ の 分泌顆粒 に．もフ ＝ リ チ γ 粒子は 見ら れ た が．竃

子密度 の 高い 分泌 顆粒ほ ど数 多 くの 沈着が観察 され

た 。そ の 他，細胞 質に は リボ ゾーム 付着 の vacuole

や ラ イ ソ ゾーム 様顆粒が 多数見 られ た 。 抗 ブ タ AC −

TH で 染色され る細胞 は 特に 下垂体前腹方域に 局在

し て い た 。 抗 ヒ ツ ジ PRL と抗 ウ シ ガ ェ ル PRL は

と も に 同 じ細胞 を 染め ，ほ ぼ 全域に 分布し て い た 。

イ モ リ で も各抗体に よ り染色 され る細胞 は ウ シ ガ エ

ル の 場合 と ほ ぼ同 様 な分 布を 示 し た が ，よ り局在性

が 強 い 傾向 に あ っ た。
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